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静脈麻酔薬 

静脈麻酔① 

 ・ミダゾラム 

 ・チアミラール 

 ・デクスメデトミジン 

 

静脈麻酔② 

 ・プロポフォール 
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ミダゾラム 

【作用機序】 

 ベンゾジアゼピン受容体に働き，これとGABA受容体の  

 相互作用により， GABA受容体でのGABA親和性を増し 

 間接的にGABAの作用を増強するとされる 
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ミダゾラム 

【名称】 

 Dormancy（休眠）に由来 

 

【薬物動態】 

・0.1-0.3mg/kg単回投与後の半減期は1.8-6.4時間 

・蛋白結合率が94-98%と高い 

・肝臓で代謝される 

 

【拮抗薬】 

・フルマゼニルで拮抗可能 
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ミダゾラム 

【注意点】 

 55歳以上，ASAIII以上では投与量を減量すべき 
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チアミラール 

【作用機序】 

 バルビツール酸はGABAA受容体と結合し， GABA作用の  

 増強，あるいは単独でCl-チャネルを開口する。 
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チアミラール 

【薬物動態】 

・容量依存性に脳代謝を 

 抑制する 

・平坦脳波になるとそれ 

 以上は下がらない 

・脳代謝の低下に伴い， 

 脳血流量，頭蓋内圧も 

 低下する 
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チアミラール 

【薬物動態】 

・初回投与後，再分布により急速に中枢神経系の濃度が 

 低下することにより5-10分で覚醒する 

・急速に代謝される訳ではないので，持続投与や反復 

 投与した場合は覚醒遅延する 

 

【合併症】 

・pHが10以上と強アルカリのため，動脈誤注入すると 

 血管攣縮から末梢組織の壊死を招くので注意 
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デクスメデトミジン 

【作用機序】 

鎮静作用：脳橋青斑核のα2アドレナリン受容体に作用し， 

     催眠，抗不安作用を発揮。健忘作用は弱い。 

鎮痛作用：青斑核，脊髄後角，末梢神経のα2アドレナリン 

     受容体に作用する。 
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デクスメデトミジン 

【名前】 

Precede（先立つ，優先）とdexmedetomidineから命名 

ICUで優先的に使用される鎮静薬 

 

【薬効】 

・α2アドレナリン受容体選択性がα1に対して1600倍 

・クロニジンの約8倍の選択性 

・肝臓で代謝され95%が腎臓から排泄される 

・血中半減期は平均2.4時間 
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デクスメデトミジン 

【α2アドレナリン受容体】 

・A,B,Cの3つのサブタイプがある 

・それぞれのサブタイプへの親和性は同程度 
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デクスメデトミジン 

【臓器保護効果】 

・神経保護作用：抗Apoptosisやpreconditioning作用も？ 

・脊髄保護作用：下行大動脈人工血管置換術における 

        対麻痺予防への期待。 

        虚血細胞の異常興奮を抑制する。 

・心保護作用 

・腎保護作用：尿量は維持されるため保護効果にも期待 

・譫妄予防効果 

 


